








件─（最判令和元年 11 月⚗日集民 262 号 151 頁）














































































































原審（福岡高等裁判所）は、平成 29 年⚙月 14 日の第⚑回口頭弁論期
日において、Yの上記の主張は時機に後れた攻撃防御方法に当たるとし
てこれを却下し、口頭弁論を終結した。









































































































































































































































本件訴訟は、平成 26 年 10 月 25 日に提起され、同年 12 月 18 日に第⚑
回口頭弁論期日を迎えた後（この際にXにおいて、本件労働契約の期間














































































































る15。そのリーディングケースが、最判昭和 41 年⚙月⚘日民集 20 巻⚗
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